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―2017年 ４月号― 

Ｐ2 ウォーキングステーション３か月の動き 

Ｐ3 活動量計の知識と上手な使い方 

Ｐ4～5  ともに歩こう！尾瀬はいま… 

Ｐ6 訪問看護ステーションからひと言⑩ 

Ｐ7 介護職～ 文化を語る その 1 

Ｐ8 在宅医療のエピソード 第 12回 

ひ
ろ
げ
よ
う
予
防･

健
康
づ
く
り
の
輪
！ 

   
 
 

        

                  

 

3.12
開
通
前
の
上
武
国
道
を
歩
く 

 ３
月
12
日
日
曜
朝
、
上
細
井
町
自
治
会(

吉
沢
恒
潔
会
長)

主
催

の
「
上
武
道
路
を
歩
こ
う
会
」
が
開
か
れ
、
本
会
か
ら
55
名
が
参

加
し
、
開
通
前
の
真
新
し
い
路
面
を
、
赤
城
、
榛
名
の
山
容
と
市

内
の
眺
望
を
楽
し
み
つ
つ
上
武
上
細
井
信
号
か
ら
赤
城
白
川
間
の

2.7

km
を
往
復
し
ま
し
た
。 

こ
の
参
加
は
同
地
区
在
住
の
会
員
か
ら
の
呼
び
か
け
に
応
え
た

も
の
で
、
本
会
役
員
会
で
は
19
日
の
全
線
開
通
を
前
に
上
武
道
路

の
最
後
の
未
通
区
間
だ
っ
た
同
地
区
の
人
々
の
喜
び
は
ひ
と
し
お

の
は
ず
、
開
通
を
共
に
喜
び
共
に
歩
こ
う
、
と
話
し
合
い
３
月
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
会
と
は
別
に
会
員
に
案
内
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

ご
参
加
の
皆
さ
ま
、
ご
理
解
、
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

前
橋･

在
宅
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
会 

(

前

橋

市

民

健

康

ク

ラ

ブ)
 

第
21
回 

通
常
総
会
の
お
知
ら
せ 

・
日
時 

平
成

29
年

５
月
27
日(

土) 

13
時
半
～
14
時 

・
場
所 

前
橋
プ
ラ
ザ
元
気
21
５
Ｆ 

５
０
１
、
５
０
２

学
習
室 

（
市
内
本
町
二
丁
目
12
番
１
号
☎
２
１
０-

２
１
９
９
） 

駐
車
場
無
料
印
は 

３
Ｆ
フ
ロ
ン
ト
で 

■
第
一
部 

通
常
総
会
（
13
時
半
～
14
時
） 

28
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算･

監
査
報
告
、

29
年
度
事
業
計
画
、
予
算
（
案
）
等 

■
第
二
部 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
14
時
～
15
時
半
） 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と 

行
政
、
市
民
活
動
の
協
働
で 

 

■
パ
ネ
リ
ス
ト(

予
定
者)

／
前
橋
市
長
、
保
健
師
、
前
橋
市
民
健
康
ク
ラ
ブ
会
員
、 

内
科
医
、
整
形
外
科
医
、
民
間
運
動
施
設
運
営
者 

※
こ
の
日
は
内
臓
脂
肪
計
で
参
加
者
の
体
内
脂
肪
を
計
測
し
ま
す
。 

◎
予
防
、
健
康
づ
く
り
に
関
心
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。 

  

発行 ＮＰＯ法人前橋在宅ケアネットワークの会 
〒371-0037 前橋市上小出町２丁目-４２-５ 斎藤浩様方 
TEL027-235-6283 FAX027-235-6284 Email：info@npo-sasaeai.net URL: http://www.npo-sasaeai.net 
本紙は高齢者の住みよい街づくりを願い、医療・介護の従事者、関心ある市民にむけ年 4回、毎回 2000部発行しています。趣旨にご賛同で購読希望の方はぜひご入会をお願い致します。 

３月 12日のウォーキング会 
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12
月
18
日
の
開
館
式
か
ら
約
３
か
月
。
火
、
木
、
土
、
日
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
営
業
日
は
入
会
希
望
の
方
を
は
じ
め
活
動 

量
計
の
使
い
方
を
尋
ね
る
方
、
入
会
し
て
か
ら
、
毎
日
、
自
分
が
ど
の
位
歩
い
て
い
る
の
か
を
知
り
た
い
と
持
参
さ
れ
る
方 

な
ど
大
勢
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
３
月
初
旬
に
会
員
数
は
200
名
を
突
破
。
こ
の
訪
問
客
へ
の
応
対
に
は
事
務
局
の
木
暮 

さ
ん
の
ほ
か
医
師
、
作
業
療
法
士
、
理
学
療
法
士
、
柔
道
整
復
師
の
メ
ン
バ
ー
が
シ
フ
ト
を
組
ん
で
交
代
で
あ
た
っ
て
い
ま 

す
が
、
大
わ
ら
わ
の
状
態
。
お
待
た
せ
し
た
り
機
器
が
う
ま
く
作
動
し
な
か
っ
た
り
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も 

あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
温
か
い
ご
理
解
で
順
調
に
年
度
末
を
迎
え
ら
れ
そ
う
で
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

健
康
維
持
や
地
域
の
活
性
化
を
目

的
に
、
昨
年
の
12
月
18
日
に
前
橋
市

民
健
康
ク
ラ
ブ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス 

                             

              

 

              

             

                

                 

街街ななかかウウォォーーキキンンググスステテーーシショョンン  
ただいま随時入会受付中 好好評評!!  

           

週４日の営業日、入会希望、相談の方 次々に訪ねてこられます 

ウォーキング会でのミニ講座は毎回、大好評です 

メンバー、担い手たちの会議風景。夜遅くなることも多い 

3zjl 

活活
動動
量量
計計
をを
使使
っっ
てて
歩歩
いい
てて
みみ
よよ
うう  

医
療
法
人 

龍
邦
会 

東
前
橋
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
佐
藤 

宏
記(

柔
道
整
復
師)

  

テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
館
し
ま
し
た
。
健

康
増
進
、
介
護
予
防
を
目
指
し
た
健

康
寿
命
の
延
伸
に
は
歩
く
こ
と
が
大 

事
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
ご
存
知

だ
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
く
ら
い

を
目
安
に
歩
け
ば
良
い
の
か
と
思 



2017年 ４月                     さ さ え あ い                            第 86号  

                                                                        

- 3 - 

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業

の
柱
の
一
つ
と
し
て
活
動
量
計
を
用
い
た

健
康
管
理
事
業
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ

の
活
動
量
計
に
つ
い
て
少
し
お
話
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
現
在
各
メ
ー
カ
ー
か
ら
様
々

な
も
の
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
た

ち
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
エ
ー
・
ア
ン

ド
・
デ
イ
社
（
Ｕ
Ｗ
‐
201
Ｎ
Ｆ
Ｃ
）
の
も

の
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。 

                    

活
動
量
計
と
は
？ 

形
や
使
い
方
は
万
歩
計
と
似
て
い
ま
す

が
、
活
動
量
計
は
３
Ｄ
加
速
度
セ
ン
サ
ー

が
内
蔵
さ
れ
、
歩
く
速
度
を
感
知
す
る
の

で
、
バ
ッ
ク
や
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
歩
く

だ
け
で
様
々
な
測
定
が
で
き
ま
す
。
歩
数

は
も
ち
ろ
ん
総
消
費
カ
ロ
リ
ー
量
、
活
動

消
費
カ
ロ
リ
ー
量
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
歩
数
、

歩
行
距
離
、
脂
肪
燃
焼
量
、
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
量
の
全
７
種
類
の
項
目
を
測
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
通
信
機
能
も

付
い
て
お
り
、
端
末
に
か
ざ
す
だ
け
で
デ

ー
タ
を
蓄
積
し
グ
ラ
フ
化
す
る
こ
と
も
で

き
、
ま
た
そ
の
デ
ー
タ
を
月
ご
と
に
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
々
の
活
動
量
を
把
握
し
、
比

較
す
る
の
に
と
て
も
見
や
す
く
分
か
り
や

す
い
の
で
、
入
会
者
の
方
々
か
ら
も
好
評

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

         

   

ま
ず
は
、
活
動
量
計
を
身
に
付
け
て
生

活
し
て
頂
き
、
普
段
の
自
分
の
活
動
レ
ベ

ル
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
活
動

量
計
を
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
持
っ
て
く
れ
ば
、

そ
の
デ
ー
タ
を
元
に
、
医
師
、
理
学
療
法

士
、
柔
道
整
復
師
ら
医
療
従
事
者
が
分
析

し
て
、
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。
自
分
が

ど
の
よ
う
に
、
ど
の
程
度
歩
け
ば
良
い
の

か
が
分
か
り
、
よ
り
効
果
的
な
運
動
が
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
活
動
量
計
の
デ

ー
タ
は
過
去
14
日
間
閲
覧
で
き
、
内
部
に

は
最
大
90
日
間
の
デ
ー
タ
が
保
存
で
き

ま
す
。
そ
れ
以
前
の
デ
ー
タ
は
古
い
順
に

消
去
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
定
期
的
に
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
き
て
頂
き
、
デ
ー
タ
保
存

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

＊ 

活
動
量
計
を
使
え
ば
、
日
常
の
活
動
や

食
事
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
く
な
り
、

さ
ら
に
歩
く
意
欲
を
高
め
て
く
れ
ま
す
。

普
段
か
ら
運
動
し
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
運
動
が
続
か
な
い
人
や
、
運
動

が
苦
手
な
人
に
特
に
使
用
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

現
在
は
無
料
で
入
会
を
受
付
け
て
お
り

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

       
 
 

 

ど
う
活
用
す
れ
ば
い
い
の

か
？ 
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尾
瀬
を
歩
こ
う
！ 

と
も
に
歩
こ
う
！ 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

尾
瀬
愛
し
む
会 

理
事
長 

英 

保
寛 

  

街
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
会
に
い
つ
も
楽
し
く
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い 

て
い
ま
す
。
昨
年
の
前
橋
文
学
館
か
ら
広
瀬
川
周
辺
の
文
学
碑
巡
り
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
い
て
以
来
、 

先
日
の
上
武
道
路
の
全
線
開
通
前
の
渡
り
初
め
ま
で
た
い
へ
ん
よ
い
体
験
を
さ
せ
て
貰
い
、
こ
の
会
に
入
会
し
て
徳
を
得
た
気
分
で
お
り 

ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
機
会
に
、
尾
瀬
の
近
況
と
私
た
ち
の
会
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
一
層
の
交
流
が
は
か
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

   
 

 

わ
た
し
た
ち
の
会
「
尾
瀬

お

ぜ

愛
し
む

い

と

し

む

会か
い

」 

は
２
０
１
１
年
３
月
11
日
東
日
本
大
震

災
後
に
発
足
し
ま
し
た
。
尾
瀬
入
山
者
が

そ
の
魅
力
に
ひ
か
れ
１
９
６
０
年
代
か
ら

増
加
し
始
め
、
１
９
９
０
年
代
中
頃
に
は

64
万
人
に
も
達
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
や

や
減
少
傾
向
を
見
せ
始
め
ま
し
た
が
、

「
３
・
11
」
後
は
急
激
に
減
り
、
現
在
は

30
万
人
を
割
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

 

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
性
物
質
汚
染
の
風
評
被
害
が
そ
の
原

因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
特

別
保
護
地
域
の
７
割
を
保
有
し
て
い
た
東

京
電
力
の
維
持
管
理
費
は
現
在
で
は
得
ら

れ
ず
に
尾
瀬
国
立
公
園
に
ま
た
が
る
群
馬
、

福
島
、
新
潟
、
栃
木
の
中
、
上
位
三
県
が

参
加
す
る
尾
瀬
サ
ミ
ッ
ト
に
合
わ
せ
片
品 

                  

村
、
檜
枝
岐
村
、
魚
沼
市
の
順
で
山
小
屋

組
合
関
係
者
が
毎
年
５
月
に
開
い
て
い
る

尾
瀬
山
開
き
式
が
２
０
１
５
年
よ
り
開
催

さ
れ
て
お
り
、
来
年
度
は
群
馬
県
が
二
度

目
の
幹
事
県
と
な
り
、
式
典
を
主
催
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

尾
瀬
の
魅
力
に
つ
い
て 

尾
瀬
は
皆
さ
ん
が
ご
承
知
の
通
り
、
４

県
に
ま
た
が
る
山
岳
・
高
層
湿
原
で
、
尾

瀬
ケ
原
、
尾
瀬
沼
、
至
仏
山
、
燧
ケ
岳
を

含
む
全
域
が
国
立
公
園
特
別
保
護
地
域
で

あ
り
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
に
さ
れ
て

い
ま
す
。 

尾
瀬
ケ
原
に
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
美
し

く
清
ら
か
な
愛
お
し
い
景
色
が
あ
り
ま
す
。 

春
の
雪
解
け
水
辺
に
は
水
芭
蕉
、
座
禅

草
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
、
ト
キ

ソ
ウ
。
初
夏
に
は
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
ワ

タ
ス
ゲ
な
ど
。
秋
に
は
ヒ
ツ
ジ
草
、
モ
ウ

セ
ン
ゴ
ケ
、
ソ
バ
ナ
、
尾
瀬
水
菊
、
尾
瀬

沼
ア
ザ
ミ
、
エ
ゾ
リ
ン
ド
ウ
。
晩
秋
と
な

る
と
、
尾
瀬
ケ
原
は
一
面
に
草
紅
葉
が
観

光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。 

本
州
で
一
番
広
い
高
層
湿
原
で
と
こ
ろ

ど
こ
ろ
見
え
る
池
は
池
塘
と
呼
ば
れ
千
八

百
以
上
あ
り
ま
す
。 

群
馬
県
の
対
応 

尾
瀬
国
立
公
園
の
全
体
の
４
割
が
群
馬

県
内
に
あ
る
関
係
か
ら
県
と
し
て
は
、
環

境
森
林
部
自
然
環
境
課
に
尾
瀬
保
全
推
進

室
を
特
設
し
て
（
公
財
）
尾
瀬
保
護
財
団

を
中
心
に
多
面
的
な
支
援
施
策
を
打
ち
出

し
て
い
ま
す
。 

そ
の
施
策
の
一
つ
と
し
て
尾
瀬
国
立
公

園
の
素
晴
ら
し
さ
、
世
界
遺
産
の
一
つ
と

し
て
も
十
分
に
価
値
あ
る
貴
重
な
自
然
環

境
を
内
外
に
宣
伝
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

を
養
成
す
る
啓
発
事
業
が
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。 

こ
う
し
た
事
業
は
グ
ラ
ビ
ア
広
告
等
に

よ
る
視
覚
的
な
訴
え
が
中
心
と
な
り
ま
す

が
、
わ
が
会
は
音
楽
に
よ
る
聴
覚
的
な
訴

え
も
重
要
だ
と
し
て
、
従
来
の
「
尾
瀬
を

い
と
し
む
会
」
か
ら
、
昨
年
２
月
、
正
規

に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

尾
瀬
愛
し
む
会
」
へ
と

改
名
変
更
し
、こ
れ
ま
で
の
尾
瀬
登
山（
屋
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外
イ
ベ
ン
ト
）
中
心
の
企
画
か
ら
音
楽
に

よ
る
聴
覚
的
な
訴
え
（
屋
内
イ
ベ
ン
ト
）

を
強
化
す
る
た
め「
水
芭
蕉
コ
ー
ラ
ス
会
」

を
設
立
、
更
に
内
容
の
充
実
化
を
図
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
有
志
会
員
に
よ
り 

① 

屋
外
イ
ベ
ン
ト 
（
春
期
・
秋
期
） 

② 

屋
内
イ
ベ
ン
ト 
（
四
月
・
十
月
） 

③ 

保
養
施
設
へ
の
慰
問
活
動 

な
ど
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。 

私
た
ち
の
活
動 

平
成
29
年
度
は
す
で
に
左
記
の
通
り

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

■
イ
ベ
ン
ト
開
催
予
定
日 

･

ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク 

５
月
６
日(

土) 

･

尾
瀬
日
帰
り
登
山    

６
月
11
日(

日) 

･

片
品
村
収
穫
祭 

 
  

９
月
24
日(

日) 

･

尾
瀬
日
帰
り
登
山    

10
月
８
日(

日) 

･

み
ん
な
で
唄
お
う 

  

４
月
23
日(

日) 

･

県
庁
ホ
ー
ル 

   
   

５
月
７
日(

日) 

･

山
の
歌
花
の
唱   

   

８
月
10
日(

日) 

･

ト
モ
ロ
の
森            

11
月
23
日(

祭) 

･

県
看
護
師
協
会 

   

５
月
26
日(

金) 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
事
務
局
へ
お
気
軽

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

現
在
、県
内
外
の
会
員
数
は
４
０
０
名
。 

事
業
実
施
の
方
針
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

尾
瀬
は
一
年
を
通
し
て
四
季
折
々
の
勇

姿
を
見
せ
訪
れ
た
人
達
を
魅
了
さ
せ
て
く

れ
ま
す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
自
然
の
宝
物

を
後
世
ま
で
残
し
、
永
遠
に
魅
了
の
願
い

を
こ
め
て
活
動
に
係
わ
り
事
業
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
ま
す
。 

■
普
及
事
業
と
し
て 

Ａ
３
・
11
東
日
本
大
震
災
か
ら
始
ま
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
団
体
な
の
だ
か
ら

役
員
の
み
な
ら
ず
会
員
全
員
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
。 

Ｂ
県
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に

所
属
し
、
屋
外
イ
ベ
ン
ト
（
春
・
秋

ハ
イ
キ
ン
グ
）
の
実
施
及
び
屋
内
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
の
「
み
ん
な
で
唄
お

う
！
山
と
花
の
唄
会
」
な
ど
の
音
楽

中
心
の
事
業
を
年
二
回
実
施
す
る
。 

Ｃ
団
体
活
動
は
尾
瀬
入
山
者
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
活
動
へ
の
自

由
参
加
及
び
社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ

の
慰
問
活
動
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の

会
員
有
志
者
に
よ
る
自
由
参
加
。 

Ｄ
そ
の
他
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
尾
瀬
愛

し
む
会
」の
知
名
度
促
進
の
た
め
に
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
団
体
活
動
に
も
積

極
的
に
参
加
し
、
よ
り
良
い
宣
伝
活

動
の
入
手
獲
得
に
努
め
る
。 

尾
瀬
の
郷
親
善
大
使
を
片
品
村
よ
り
団

体
第
一
号
に
て
拝
命
し
ま
し
た
。
こ
れ
を

活
用
し
て
会
員
の
増
加
を
図
り
ま
す
。 

■
入
会
の
ご
案
内 

 

入
会
金
千
円
で
永
久
会
員
権
を
取
得 

① 

一
般
会
員
は
年
会
費 

無
料 

 
 

②
正
会
員
は
年
会
費
二
千
円 

（
家
族
は
千
五
百
円
） 

③
賛
助
会
員
は
１
口
１
万
円
以
上 

＊
正
会
員
に
は
定
期
総
会
及
び 

事
務
連
絡
・
通
知
等
有
り 

（
事
務
局
）
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

尾
瀬
愛
し
む
会 

安
斎
紀
代
子 

前
橋
市
三
俣
町
一
丁
目
25
番
９ 

☎
FAX
０
２
７
（
２
３
１
）
３
０
８
７ 

 



2017年 ４月                     さ さ え あ い                            第 86号  

                                                                        

- 6 - 

       

 

  

当
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
平
成
25
年
10
月

に
３
名
の
看
護
師
か
ら
活
動
を
始
め
、
早

く
も
３
年
半
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。 

現
在
、
常
勤
・
パ
ー
ト
看
護
師
合
わ
せ

て
８
名
、
パ
ー
ト
理
学
療
法
士
２
名
、
常

勤
事
務
員
１
名
の
職
員
で
日
々
活
動
し
て

お
り
ま
す
。 

       

私
の
場
合
、
病
棟
や
外
来
・
訪
問
入
浴

を
経
験
す
る
中
で
在
宅
医
療
に
興
味
を
持

ち
、
訪
問
看
護
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し

た
。
こ
の
３
年
半
の
中
で
様
々
な
方
と
の

出
会
い
や
別
れ
を
経
験
し
、
開
設
当
初
に

考
え
て
い
た
こ
と
と
は
ま
た
違
っ
た
役
割

が
訪
問
看
護
に
は
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。 

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
が
介
護
プ
ラ
ン

を
立
て
る
と
き
、
訪
問
看
護
の
導
入
対
象

と
い
う
と
、
医
療
依
存
度
の
高
い
利
用
者

様
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
の 

利
用
者
様
な
ど
を
イ
メ 

ー
ジ
す
る
の
で
は
な
い 

で
し
ょ
う
か
？ 

勿
論 

そ
の
よ
う
な
方
々
へ
の 

訪
問
も
大
変
重
要
で
す
。 

し
か
し
実
際
の
訪
問
で 

実
感
し
た
の
は
、
要
支 

援
や
要
介
護
で
医
療
的 

な
処
置
が
な
い
と
思
わ 

れ
る
方
で
も
、
訪
問
看 

護
を
必
要
と
し
て
い
る
状
況
が
と
て
も
多

い
と
い
う
こ
と
で
す
。 

介
護
度
の
低
い
利
用
者
様
は
、
日
常
生

活
動
作
は
ほ
ぼ
自
立
し
健
康
状
態
も
概
ね

安
定
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
日
中
等

独
居
や
高
齢
な
ご
夫
婦
２
人
暮
ら
し
な
ど

の
利
用
者
様
も
多
く
、そ
の
よ
う
な
場
合
、

突
発
的
な
体
調
の
変
化
が
起
き
た
時
、
ど

の
よ
う
に
対
処
す
る
で
し
ょ
う
？ 

す
ぐ

に
救
急
車
を
呼
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
反
対

に
我
慢
し
す
ぎ
て
状
態
が
悪
化
し
て
し
ま

い
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
る
方
も
目

の
当
た
り
に
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
利
用
者
様
に
訪
問
看
護
を
導
入
す
る
こ

と
に
よ
り
、
継
続
的
な
状
態
把
握
や
24
時

間
対
応
に
よ
る
異
常
の
早
期
発
見
、
ま
た

医
師
と
の
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
等
が
出
来
、

重
症
化
す
る
前
の
対
処
に
結
び
つ
く
の
で

す
。 

こ
の
よ
う
な
利
用
者
様
へ

の
普
段
の
訪
問
は
、
バ
イ
タ

ル
測
定
を
し
、
お
話
を
傾
聴

す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

徐
々
に
信
頼
関
係
を
構
築
し

様
々
な
情
報
を
収
集
す
る
こ

と
で
、
自
然
と
生
活
上
の
問

題
点
も
見
え
て
く
る
の
で
す
。 

訪
問
看
護
に
と
っ
て
一
番 

大
切
な
こ
と
は
、
利
用
者
様

の
思
い
や
人
生
観
に
寄
り
添
っ
た
解
決
法

を
一
緒
に
考
え
て
ゆ
く
こ
と
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
こ
こ
は
病
院
で
は
な

く
、そ
の
方
の
長
年
の
生
活
の
場
で
あ
り
、

人
生
の
喜
び
を
得
て
き
た
場
所
な
の
で
す

か
ら
。 

ご
家
族
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
は
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
て
も
、

サ
ー
ビ
ス
自
体
の
受
け
入
れ
に
抵
抗
が
あ

る
利
用
者
様
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、『
看

護
師
さ
ん
な
ら
…
』
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

多
く
、
結
果
的
に
そ
の
後
の
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
の
導
入
に
繋
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。 誰

し
も
長
年
住
み
慣
れ
た
家
で
の
生
活

が
維
持
継
続
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

訪
問
看
護
は
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
、
即
ち
人
生
及

び
生
活
の
質
を
維
持
し
た
ま
ま
の
在
宅
生

活
を
送
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
念

頭
に
、
こ
れ
か
ら
も
利
用
者
様
に
寄
り
添

っ
た
看
護
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

◎
前
橋
市
荒
牧
町
１
０
１
０
‐
１ 

 

青
柳
ハ
イ
ツ
１
０
１ 

◎
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
７
‐
２
２
６
‐
６
３
４
０ 

(

次
回
の
ひ
と
言
募
集
中
。
ご
投
稿
を
―)  

 ■訪問看護ステーションからひと言 10   

訪問看護の役割とは 

～生活に寄り添うことの大切さを考えて～  
訪問看護リハビリステーション あいおい 

看護師 木村 仁美 
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皆
様
、
初
め
ま
し
て
、
私
は
読
み
語
り

芝
居
「
ひ
と
葉
の
会
」
を
主
宰
し
て
お
り

ま
す
花
澤
町
子
と
申
し
ま
す
。
２
０
１
７

年
１
月
号
で
は
私
の
出
演
し
て
お
り
ま
す

「
父
と
暮
せ
ば
」
の
公
演
案
内
を
掲
載
さ

せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

こ
こ
で
少
し
私
の
こ
と
を
自
己
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

私
は
転
勤
族
の
夫
と
息
子
と
平
成
９
年

３
月
に
前
橋
に
参
り
ま
し
た
。
初
め
て
聞

く
地
名
、
群
馬
県
の
前
橋
が
ど
こ
に
あ
る

か
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
夫
は
大
阪
、

私
は
名
古
屋
出
身
で
す
。
そ
ん
な
私
が
す

で
に
20
年
間
こ
の
前
橋
に
住
ん
で
お
り

ま
す
。
人
情
熱
く
、
気
候
良
く
、
東
京
に

も
近
く
温
泉
、
食
べ
物
も
・
・
・
・
・ 

今
で
は
す
っ
か
り
こ
の
土
地
に
馴
染
ん
で

お
り
ま
す
。 

夫
は
15
年
前
か
ら
単
身
赴
任
し
て
お

り
現
在
は
三
重
県
の
四
日
市
に
住
ん
で
い

ま
す
、
息
子
は
独
立
し
て
東
京
の
会
社
に

勤
務
。
そ
し
て
私
一
人
が
残
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

私
は
平
成
14
年
１
月
ヘ
ル
パ
ー
の
資

格
を
取
り
、
平
成
17
年
３
月
国
家
資
格
の

介
護
福
祉
士
を
取
得
、
平
成
20
年
３
月
に

介
護
支
援
専
門
員
、
い
わ
ゆ
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
現
在
ま
で
在
宅
の
介
護
現

場
で
働
き
、
今
年
で
16
年
目
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

＊ 

私
は
名
古
屋
に
在
住
時
、
舞
台
役
者
を

し
て
お
り
ま
し
た
。
前
橋
に
来
た
時
は
演

劇
関
係
の
人
脈
は
な
く
、
朗
読
講
演
な
ど

の
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た
り
、
自
分
で
朗

読
の
主
催
公
演
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
今
で
は
僭
越
な
が
ら
朗
読
グ

ル
ー
プ
に
指
導
す
る
こ
と
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
ん
な
私
が
一
念
発
起
し
て
舞

台
を
作
っ
て
み
た
く
な
り
、
前
橋

在
住
20
周
年
記
念
と
し
て
、
ヨ
ロ

コ
ン
デ
ぶ
っ
ち
さ
ん
の
協
力
を
得

「
父
と
暮
せ
ば
」
を
昨
年
の
８
月

に
上
演
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

お
陰
様
で
た
く
さ
ん
の
方
に
ご

来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
９
回
の
公
演
を
重
ね
、
今
後

も
上
演
予
定
が
あ
り
ま
す
。
あ
り

が
た
い
こ
と
と
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
１
年
は
介
護
現
場

で
働
き
な
が
ら
「
父
と
暮
せ
ば
」

の
上
演
を
続
け
ら
れ
た
ら
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
上
演
の
機
会
を
、
お
声
が

け
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 

＊ 

        

 

■
次
回
公
演
予
定 

29
年
７
月
20
日(

木)

渋
川
中
央
公
民
館 

 
 
 
 
 
 
 
 

開
演
時
間
は
未
定 

           

介介介護護護職職職～～～   文文文化化化ををを語語語るるる   

第１回 自己紹介 

ひと葉の会 花澤町子 

 
写真 上毛新聞社提供 
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■
訪
問
診
療
の
現
場
か
ら 

 

そ
の
12 

 
終
末
期
と
死
に
備
え
る
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
田 

裕
一
（
理
事
長
・
医
師
） 

 

要
介
護
状
態
の
高
齢
者
を
診
療
す
る
際

に
は
、
介
護
保
険
と
の
関
わ
り
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
し
か
し
介
護
保
険
の
仕
組
み
は

医
療
保
険
と
は
異
な
る
た
め
、
医
師
は
な

か
な
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
介
護

保
険
に
精
通
し
、
利
用
者
で
あ
る
患
者
さ

ん
の
た
め
に
活
躍
し
て
く
れ
る
の
が
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
ケ
ア
マ
ネ
）
さ
ん
で
す
。

し
か
し
医
師
・
ケ
ア
マ
ネ
間
に
良
好
な
関

係
を
構
築
す
る
の
は
、
長
年
に
渡
っ
て
困

難
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
患
者
の
幸
福
の

た
め
に
、
同
じ
目
的
で
働
い
て
い
る
は
ず

な
の
に
も
っ
た
い
な
い
話
で
す
。 

 
 

◎
医
師
と
ケ
ア
マ
ネ
の
距
離 

各
々
の
側
に
解
決
し
難
い
問
題
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
医
師
は
ど
う
し
て
も
医
学

的
な
視
点
に
と
ら
わ
れ
、
生
活
の
視
点
が

な
お
ざ
り
に
な
り
が
ち
で
す
。
そ
し
て
生

活
の
視
点
か
ら
の
意
見
に
は
拒
否
反
応
し

や
す
い
傾
向
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
と

え
ば
血
液
検
査
値
を
理
解
し
た
く
、
教
示

を
仰
い
だ
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
に
「（
ケ
ア
マ
ネ

職
に
）
そ
ん
な
必
要
は
無
い
」
と
答
え
る

医
師
が
ま
だ
い
る
そ
う
で
す
。
そ
し
て
ケ

ア
マ
ネ
さ
ん
の
プ
ラ
ン
に
ビ
ッ
ク
リ
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
医

療
的
に
明
ら
か
に
無
茶
な
内
容
で
も
、
知 

             

識
や
経
験
が
無
け
れ
ば
そ
れ
を
疑
念
に
思 

う
こ
と
す
ら
で
き
な
い
わ
け
で
す
。で
も
、

い
ま
さ
ら
医
師
に
歩
み
寄
り
の
姿
勢
を
期

待
す
る
こ
と
や
、
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
の
医
療

的
知
見
を
増
や
す
こ
と
は
と
て
も
無
理
で

し
ょ
う
。 

◎
立
ち
会
っ
て
く
れ
る
ケ
ア
マ
ネ 

 

私
の
大
好
き
な
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
は
、
訪

問
診
療
や
往
診
の
現
場
に
、
積
極
的
に
立

ち
会
っ
て
く
れ
ま
す
。
予
定
を
合
わ
せ
る

の
は
大
変
で
し
ょ
う
か
ら
申
し
訳
な
い
話

で
す
。
で
も
、
少
な
く
と
も
在
宅
の
患
者

に
あ
っ
て
は
こ
の
や
り
方
は
な
か
な
か
良

い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
の
生

活
の
舞
台
に
お
邪
魔
し
て
、
実
状
に
即
し

た
医
療
的
な
検
討
を
行
い
、
な
お
か
つ
患 

者
さ
ん
本
人
と
そ
の
御
家
族
に
安 

心
を
与
え
る
よ
う
な
や
り
取
り
を 

す
る
わ
け
で
す
。 

舞
台
で
粗
相
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
に
は
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
実
践
す
る
価
値
は
あ

る
と
思
い
ま
す
。 

先
の
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
に
、
医 

師
に
期
待
す
る
こ
と
を
お
聞
き
し

た
と
こ
ろ
、
し
ば
ら
く
考
え
て
次

の
よ
う
に
返
事
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

◎
ケ
ア
マ
ネ
が
医
師
に
期
待
す
る

こ
と 

①
「
利
用
者
の
病
状
改
善
」
→
医
師
の
本

業
で
す
が
耳
が
痛
い
で
す
。 

②
「
担
当
者
会
議
へ
の
参
加
」
→
参
加
し

た
く
も
時
間
的
に
最
も
困
難
で
す
。 

③
「
他
職
種
と
の
情
報
共
有
」
→
書
類
を

増
や
さ
ず
効
率
よ
く
共
有
し
た
い
で
す
。 

④
「
ケ
ア
マ
ネ
と
の
相
談
時
間
の
確
保
」

→
要
点
を
絞
っ
た
短
時
間
の
相
談
が
で

き
る
と
よ
い
で
す
。 

⑤
「
介
護
者
・
家
族
へ
の
病
状
説
明
や
治

療
方
法
の
指
導
・
相
談
に
乗
る
」
→
訪

問
看
護
師
の
協
力
が
必
要
で
、 

⑥
「
往
診
・
訪
問
診
療
を
し
て
く
れ
て
、

必
ず
電
話
に
出
て
く
れ
る
」
→
在
宅
支

援
診
療
所
は
患
家
か
ら
24
時
間
連
絡

可
能
で
す
が
、
ケ
ア
マ
ネ
も
家
族
の
代

理
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。 

⑦
「
認
知
症
の
理
解
」
→
病
態
生
理
で
な

く
生
活
と
の
関
係
で
の
理
解
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
か
。 

⑧
「
介
護
職
の
役
割
を
知
っ
て
ほ
し
い
」

→
基
本
的
に
医
療
的
な
こ
と
は
怖
い
し
、

そ
れ
に
対
処
す
る
こ
と
は
ス
ト
レ
ス
な

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

◎
互
い
を
尊
重
し
協
働
を 

 

最
近
は
医
療
と
介
護
の
連
携
が
重
要
と

さ
れ
、
会
議
室
な
ど
で
名
刺
交
換
的
な
交

流
が
数
多
く
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
患
者
の
生
活
の
場
で
、
現
実
に
迫
ら
れ

な
が
ら
、
医
師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
、

ヘ
ル
パ
ー
な
ど
が
専
門
職
の
立
場
で
、
お

互
い
を
尊
重
し
つ
つ
協
働
す
る
こ
と
も
、

極
め
て
有
効
な
交
流
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


